
中央公民館

【一般書/小説】
星のように離れて雨のように
散った　　　

島本理生　著
　幼い頃に失踪した父、書き
かけの小説、宮沢賢治の「銀
河鉄道の夜」。大学院生の春
は、父との記憶を掘り起こす
うちに、現在の自分の心の形
が浮き彫りになっていき…。

「私」をめぐる旅の物語。『別
册文藝春秋』掲載を単行本化。

出版社…文藝春秋

【児童書/動物】
いきもの口図鑑

長谷川眞理子　監修
　食べる、息をする、くわえ
て物を運ぶ…。生き物の口の
いろいろな役割を、全部で
52種の生き物ごとに、イラ
ストを交えてやさしく解説。
自由研究に役立つ、生き物調
査のやり方も紹介します。生
き物用語集付き。

出版社…インプレス

【絵本】
止めなくちゃ！　気候変動

ニール・レイトン　作/絵
　地球上の全ての生き物に関
わる気候変動について、ユー
モラスなイラストと語りかけ
るような文章で分かりやすく
解説。この問題を解決するた
めの取り組みや子どもたちが
今できるアイデアも紹介する。
出版社…ひさかたチャイルド

【一般書/伝記】
漫画でざっくりわかる渋沢栄一

　　　　　英賀千尋　漫画
　新しい1万円札の肖像に選
ばれた実業家・渋沢栄一。若
かりし頃の躍動感あふれるユ
ニークなエピソードを中心
に、その人生を漫画で紹介す
る。時代背景がわかるコラム
も掲載。
出版社…ビジネス教育出版社

　
「
半は

ん

谷や

悌て
い

三ざ
ぶ

郎ろ
う

先
生
」「
福
田
敬
二
先

生
」
と
い
っ
て
も
、
聞
き
覚
え
の
あ
る

方
は
も
う
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
か
つ
て
、古
河
一
高
の
英
語
教
員
で
、

作
家
と
し
て
も
高
い
評
価
を
受
け
た
二

人
の
人
物
が
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ

の
二
人
に
つ
い
て
、
企
画
展
「
古
河
一

高
と
古
河
の
文
学
」
を
ち
ょ
っ
と
の
ぞ

い
て
み
ま
す
。

モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
先
駆
者

　
半
谷
三
郎(

本
名
・
悌
三
郎)

は
明
治

35
年
福
島
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
高

等
師
範
部
を
卒
業
後
、
大
正
15
年
に
古

河
商
業
学
校(

現
古
河
一
高)

に
英
語
教

師
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。

　
大
学
時
代
か
ら
詩
へ
の
興
味
と
思
索

を
深
め
、
昭
和
3
年
に
は
詩
集
『
発

足
』
を
出
版
。
そ
の
後
、
安
西
冬
衛
、

北
川
冬
彦
、
三
好
達
治
、
西
脇
順
三
郎

ら
と
と
も
に
新
詩
運
動
に
加
わ
り
ま
す
。

　

旧
来
の
叙じ

ょ

情じ
ょ
う

詩
や
当
時
台
頭
し
て

き
た
ダ
ダ
イ
ズ
ム
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ

ス
ム
の
詩
な
ど
を
批
判
し
、
新
し
い
詩

の
創
造
を
提
唱
し
た
独
自
の
詩
論
を
各

雑
誌
に
発
表
。
そ
れ
ら
の
集
大
成
と
し

て
昭
和
9
年
に
出
版
し
た
『
現
実
主
義

詩
論
』
は
、
北
川
冬
彦
か
ら
「
私
た
ち

の
『
詩
へ
の
自
覚
時
代
』
に
現
れ
た
、

最
も
誠
実
な
詩
探
求
の
報
告
書
」
と
絶

賛
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
英
語
と
商
業
美
術
を
担

当
。
校
章
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
り
、
詩

の
朗
読
を
授
業
に
取
り
入
れ
た
り
、
ま

た
、
自
前
の
ド
イ
ツ
製
カ
メ
ラ
で
校
内

行
事
の
記
録
に
活
躍
す
る
な
ど
、
実
直

な
が
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
だ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
昭
和
天

皇
即
位
の
御ご

大た
い

典て
ん

を
記
念
し
て
昭
和
3

年
に
制
定
さ
れ
た
古
河
商
業
の
校
歌

は
、
半
谷
が
作
詞
を
担
当
し
ま
し
た
。

洒
脱
な
マ
ル
チ
作
家

　
一
方
の
福
田
敬
二
は
、
明
治
43
年
生

ま
れ
。
鎌
倉
学
園
、
一
橋
大
学
を
卒
業

後
教
員
と
な
り
、
古
河
一
高
で
英
語
を

担
当
し
ま
す
。

　　
昭
和
29
年
、
古
河
地
方
の
詩
文
学
誌

『
詩
群
』
に
第
6
号
よ
り
参
加
し
「
福

田
鷄け

い

耳じ

」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
俳
句
・
短

歌
作
品
を
多
数
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
「
福
田
鮭け

い

二じ

」
の
筆
名
で
推

理
小
説
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、
昭

和
36
年
に
は
『
宝
石　
新
人
25
人
集
』

に
「
抒じ

ょ

情じ
ょ
う

の
殺
人
」
が
選
集
さ
れ
て
い

ま
す
。
教
員
退
職
後
は
筆
名
を
「
福
田

螢け
い

二じ

」
に
変
え
て
時
代
小
説
に
転
向
。

昭
和
46
年
に
は
「
水
戸
の
落
日
」
が
第

2
回
小
説
サ
ン
デ
ー
毎
日
新
人
賞
の
候

補
に
挙
げ
ら
れ
、
48
年
「
宿
場
と
女
」

で
同
賞
を
受
賞
、
選
考
委
員
の
川
口
松

太
郎
を
し
て
「
新
人
賞
の
傑
作
」
と
言

わ
し
め
ま
し
た
。

　
小
説
家
と
し
て
は
決
し
て
多
作
と
は

い
え
な
か
っ
た
も
の
の
、
新
人
賞
後
の

第
一
作
「
歳
月
無
情
」
が
『
小
説
サ
ン

デ
ー
毎
日
』
昭
和
48
年
12
月
号
に
、
ま

た
「
吉
原
田
圃
は
お
ぼ
ろ
月
」
が
52
年

新
春
特
大
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
洒し

ゃ

脱だ
つ

な
性
格
と
豊
富
な
語ご

彙い

力
を
駆

使
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
ジ
ャ
ン
ル
で

マ
ル
チ
に
活
躍
し
た
福
田
は
「
昭
和
の

戯
作
者
」
と
も
評
さ
れ
ま
し
た
。

古
河
一
高
と
古
河
の
文
学

　
こ
の
二
人
の
ほ
か
に
も
、
卒
業
生
に

芸
術
選
奨
詩
人
・
粕
谷
栄
市
、
江
戸
川

乱
歩
賞
作
家
・
小
林
久き

ゅ
う

三ぞ
う

ら
を
擁
し
、

ま
た
、
地
元
の
文
芸
活
動
の
中
心
者
を

多
数
輩
出
す
る
な
ど
、
古
河
一
高
を
抜

き
に
古
河
の
文
学
は
語
れ
ま
せ
ん
。

　
企
画
展
で
は
、
半
谷
・
福
田
両
人
の

資
料
を
中
心
に
、
古
河
一
高
関
係
者
と

そ
の
文
学
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

古
河
文
学
館
学
芸
員　
秋
澤
正
之

半
谷
三
郎
と
福
田
敬
二

 　

～
企
画
展
「
古
河
一
高
と
古
河
の
文
学
」
か
ら
～

▲半谷三郎
(1902～1944)

▲福田敬二
(1910～1986)

▲古河一高・文芸部誌
「一高文芸」

　僕の夢は宇宙飛行士になることです。小さい頃、
母とよく図書館に行き、宇宙の本をたくさん読みま
した。その時、僕は「僕も宇宙に行きたい！」と思
い、宇宙飛行士を目指すようになりました。もとも
と僕は勉強をすることが苦手でした。したがって

「無理かもしれない」と、思い悩むこともありました。
　しかし、母はそんな僕に宇宙についての本をたく
さん買ってくれました。そして「立派な夢だね、頑
張ろうよ！」と言ってくれました。そのおかげで僕
は、自分の夢に自信を持てるようになりました。
　この先どんな事が起きても、自信を持って、一歩
ずつ前に進み、立派な宇宙飛行士になりたいです。

宇宙飛行士を目指して
霜田依

い

吹
ぶ き

さん  総和中学校3年生
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